
感謝の気持ちを歌声にのせて―
鳥井小学校と五十猛小学校で閉校式がおこなわれました。
（関連記事４ページ）

この校歌を ずっと胸に― 五十猛小学校

鳥井小学校
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大
田
市
職
員
人
事
異
動
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４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
異
動
総
数
は

３
５
３
人（
市
立
病
院
含
む
）で
す
。

こ
の
う
ち
課
長
級
以
上
の
職
員
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
と
お
り
組
織
体
制

の
一
部
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。　組

織
体
制

【
政
策
企
画
部
】

・
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に

向
け
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
お
よ

び
庁
内
調
整
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
国
ス
ポ
準
備
室
を
政
策
企
画

部
へ
移
管
。

【
こ
ど
も
未
来
部
】

・
お
お
だ
子
育
て
に
係
る
総
合
支

援
拠
点
施
設
（
仮
称
）
の
整
備
を

見
据
え
、
健
康
福
祉
部
の
「
こ
ど

も
政
策
課
」「
こ
ど
も
家
庭
支
援

課
」「
健
康
増
進
課
」
の
３
課
を

所
管
す
る
部
と
し
て
新
設
。

【
市
民
環
境
福
祉
部
】

・
健
康
福
祉
部
の「
地
域
福
祉
課
」

「
地
域
医
療
推
進
課
」「
介
護
保
険

課
」
の
３
課
と
環
境
生
活
部
を
統

合
し
、
福
祉
・
医
療
・
環
境
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
に
所
管
す
る

部
と
し
て
設
置
。

※
　
こ
れ
に
伴
い
、
健
康
福
祉
部

お
よ
び
給
付
金
室
を
廃
止

・
重
層
的
支
援
、
生
活
困
窮
者
支

援
お
よ
び
生
活
保
護
に
関
す
る
業

務
を
担
う
課
と
し
て
地
域
福
祉
課

を
生
活
福
祉
課
に
名
称
を
変
更
。

・
高
齢
者
福
祉
と
障
が
い
福
祉
に

関
す
る
業
務
を
一
体
的
に
推
進
す

る
た
め
「
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課
」

を
新
設
。

・
介
護
保
険
課
の
係
名
を
「
介
護

保
険
係
」
お
よ
び
「
認
定
係
」
に

変
更
。

【
建
設
部
】

・
建
築
営
繕
課
の
営
繕
係
を
分
割

し
「
建
築
指
導
係
」「
営
繕
第
１

係
」「
営
繕
第
２
係
」
の
３
係
体

制
に
変
更
。

【
大
田
消
防
署
】

・
庶
務
係
を
新
設
し「
庶
務
１
係
」

「
庶
務
２
係
」「
救
急
救
助
１
係
」

「
救
急
救
助
２
係
」「
消
防
１
係
」

「
消
防
２
係
」「
予
防
１
係
」「
予

防
２
係
」
の
８
係
体
制
に
変
更
。

【
職
員
数
】
７
７
６
人

※
　
県
か
ら
の
派
遣
職
員
２
人
を

含
む
。

内
訳
　
大
田
市
　
　
４
８
４
人

　
　
　
市
立
病
院
　
２
９
２
人

　大
田
市

【
部
長
級
】

▼
政
策
企
画
部
長
　
兼
温
泉
津
支

所
長
　
兼
仁
摩
支
所
長
（
教
育
部

長
）
　
　
　
　
　
　
　
縄
　
和
仁

▼
総
務
部
長
（
財
政
課
長
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
祖
伸
宏

▼
市
民
環
境
福
祉
部
長
（
地
域
医

療
推
進
課
長
）
　
　
　
松
本
朱
美

▼
こ
ど
も
未
来
部
長
（
観
光
振
興

課
長
）
　
　
　
　
　
　
梶
野
　
実

▼
建
設
部
長
（
総
務
部
長
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
博
之

▼
上
下
水
道
部
長
（
上
下
水
道
部

管
理
課
長
）
　
　
　
　
家
迫
英
樹

▼
教
育
部
長（
教
育
部
総
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
門
克
典

【
課
長
級
】

▼
政
策
企
画
課
長
（
社
会
教
育
課

長
）
　
　
　
　
　
　
　
岩
谷
和
美

▼
ま
ち
づ
く
り
定
住
課
長
（
大
田

市
立
病
院
事
務
部
経
営
企
画
課

長
）
　
　
　
　
　
　
　
森
脇
佳
子

▼
情
報
企
画
課
長
（
ま
ち
づ
く
り

定
住
課
長
）
　
　
　
　
大
迫
　
学

▼
政
策
企
画
部
国
ス
ポ
準
備
室
長

（
総
務
部
国
ス
ポ
準
備
室
長
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
谷
岳
史

▼
総
務
部
総
務
課
長
（
情
報
企
画

課
長
）
　
　
　
　
　
　
森
脇
　
淳

▼
人
事
課
長
（
総
務
部
総
務
課
長

総
務
財
産
係
長
事
務
取
扱
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
野
孝
明

▼
財
政
課
長
（
政
策
企
画
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
政
和

▼
税
務
課
長
（
介
護
保
険
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
正
一

▼
人
権
推
進
課
長
（
総
務
部
人
権

推
進
課
長
市
民
相
談
係
長
事
務
取

扱
）
　
　
　
　
　
　
山
根
あ
ず
さ

▼
生
活
福
祉
課
長
（
市
民
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
耕
晋

▼
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課
長
（
地

域
福
祉
課
長
）
　
　
　
縄
　
和
美

▼
地
域
医
療
推
進
課
長
（
教
育
部

総
務
課
長
補
佐
）
　
　
渕
橋
洋
祐

▼
介
護
保
険
課
長
（
介
護
保
険
課

長
補
佐
介
護
保
険
係
長
事
務
取

扱
）
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
満

▼
市
民
課
長
（
ま
ち
づ
く
り
定
住

課
長
補
佐
）
　
　
　
　
北
村
隆
志

▼
市
民
環
境
福
祉
部
環
境
政
策

課
長
（
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課

長
）
　
　
　
　
　
　
　
山
﨑
省
吾

▼
市
民
環
境
福
祉
部
環
境
政
策
課

衛
生
処
理
場
長
（
環
境
生
活
部
環

境
政
策
課
衛
生
処
理
場
長
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
富
博
保

問
人
事
課
（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
０
１
４
）

松本　朱美
市民環境福祉部長

中祖　伸宏
総務部長

梶野　実
こども未来部長

森　博之
建設部長

縄　和仁
政策企画部長



家迫　英樹
上下水道部長

大門　克典
教育部長

布野　英彦
市立病院事務部長

▼
こ
ど
も
未
来
部
こ
ど
も
政
策
課

長
（
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
政
策
課

長
）
　
　
　
　
　
　
　吉
田
貴
宏

▼
こ
ど
も
未
来
部
こ
ど
も
家
庭
支

援
課
長
（
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
家

庭
支
援
課
長
）
　
　伊
藤
公
美
子

▼
こ
ど
も
未
来
部
健
康
増
進
課
長

（
健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　安
田
里
海

▼
観
光
振
興
課
長
（
事
業
推
進
課

長
）
　
　
　
　
　
　
　藤
山
誠
一

▼
事
業
推
進
課
長
（
税
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　湊
　秀
樹

▼
上
下
水
道
部
管
理
課
長
（
会
計

管
理
者
　兼
出
納
室
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　楫
　美
穂

▼
水
道
課
長
（
水
道
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　岩
倉
　哲

▼
下
水
道
課
長
（
水
道
課
長
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　榎
本
淳
次

▼
消
防
部
総
務
課
長（
警
防
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　林
　剛

▼
予
防
課
長（
消
防
部
総
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　福
間
　武

▼
警
防
課
長
（
予
防
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　辻
　耕
季

▼
大
田
消
防
署
長
　兼
三
瓶
出
張

所
長
（
大
田
消
防
署
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　中
島
孝
徳

▼
会
計
管
理
者

　兼
出
納
室
長

（
市
民
課
長
補
佐
）
　 油
谷
有
規

▼
教
育
部
総
務
課
長
（
人
事
課

長
）
　
　
　
　
　
　
　宮
根
　仁
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▼
社
会
教
育
課
長
（
給
付
金
室
長

補
佐
）
　
　
　
　
　
　荒
木
枝
奈

　大
田
市
立
病
院

【
部
長
級
】

▼
内
科
部
長
（
内
科
医
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　清
原
信
昭

▼
診
療
技
術
部
長
　兼
医
療
局
整

形
外
科
部
長
、
臨
床
工
学
科
長
事

務
取
扱
、
栄
養
管
理
科
長
事
務
取

扱
（
診
療
技
術
部
長
　兼
医
療
局

整
形
外
科
部
長
、
臨
床
検
査
科
長

事
務
取
扱
、
臨
床
工
学
科
長
事
務

取
扱
、栄
養
管
理
科
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　川
上
敦
樹

▼
事
務
部
長
（
健
康
福
祉
部
長

兼
健
康
福
祉
部
給
付
金
室
長
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　布
野
英
彦

【
課
長
級
】

▼
総
合
診
療
科
医
長
（
総
合
診
療

科
医
員
）
　
　
　
　
　髙
仁
　佑

▼
健
診
セ
ン
タ
ー
医
長
（
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長
　兼
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
医
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　岩
田
裕
子

▼
臨
床
検
査
科
長
　兼
感
染
対
策

室
（
臨
床
検
査
科
副
科
長
　兼
感

染
対
策
室
）
　
　
　平
川
奈
津
子

▼
総
務
課
長
（
地
域
医
療
推
進
課

長
補
佐
）
　
　
　
　
　荊
尾
敦
史

▼
経
営
企
画
課
長
（
総
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　飯
田
博
幸

【
勤
務
延
長
職
員
】

▼
麻
酔
科
部
長
　
　
　栁
谷
忠
雄

【
新
規
採
用
職
員
】

▼
整
形
外
科
上
席
部
長
（
松
江
赤

十
字
病
院
よ
り
）
　
　熊
橋
伸
之

▼
整
形
外
科
部
長
（
島
根
県
立
中

央
病
院
よ
り
）
　
　
　野
﨑
健
治

　国際交流員として４年間勤務されたサトウ・アンドレイア・ユリ
コさんが、任用期間を終え帰国するにあたり、「ＪＥＴ絆大使」
に任命され、３月31日、市長から任命書が交付されました。
　「ＪＥＴ絆大使」とは、今後も日本とブラジルとの友好関係の

「絆」を深めてもらうため、総務大臣から任命されたもので、引き
続き両国をつなぐ架け橋として、益々のご活躍を期待しています。
　　　　　　　　　 　問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8031）

Instagramを
　　　　　　　　開設しました！

「石見銀山遺跡とその文化的景観」
世界遺産登録20周年・
石見銀山発見500年記念事業

《インスタグラム》

問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

サトウ・アンドレイア・ユリコさん

ＪＥＴ絆大使に任命
サ
ト
ウ
・
ア
ン
ド
レ
イ
ア
・

ユ
リ
コ
さ
ん

　2027年、「石見銀山遺跡とその文化的
景観」は世界遺産登録20周年・石見銀山
発見500年を迎えます。
　記念事業実行委員会では、Instagram
の公式アカウントを開設しました。記念
事業に関するイベント情報などを発信し
ていく予定です。
　ぜひフォローをお願いします！
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鳥
井
小
学
校
・
五
十
猛
小
学
校
で
閉
校
式

１
５
０
余
年
の
歴
史
に
幕

学
び
舎
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
　校
歌
斉
唱―

　
４
月
か
ら
鳥
井
小
学
校
と
五
十

猛
小
学
校
が
、
静
間
小
学
校
と
統

合
し
、
新
し
い
「
静
間
小
学
校
」

と
な
る
こ
と
か
ら
、
３
月
20
日
に

鳥
井
小
学
校
で
、
22
日
に
五
十
猛

小
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
閉
校
式
が

お
こ
な
わ
れ
、
１
５
０
余
年
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
閉
校
式
に
は
、児
童
や
卒
業
生
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
、
長
年

地
域
の
小
学
校
と
し
て
親
し
ま
れ

た
思
い
出
の
学
び
舎
に
別
れ
を
告

げ
ま
し
た
。

　
鳥
井
小
学
校
に
は
市
長
が
、
五

十
猛
小
学
校
に
は
副
市
長
が
出
席

し
「
学
校
統
合
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
新
し
い
環
境
で
も
勉
学
や
ス

ポ
ー
ツ
に
励
み
、
元
気
に
成
長
さ

れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い

る
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。そ
し

て
、
筆
谷
俊
之
校
長
（
鳥
井
小
学

校
）と
下
隅
義
久
校
長（
五
十
猛
小

学
校
）が
校
旗
を
返
納
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
出
席
者
全
員
で
、
学
び

舎
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
校

歌
を
歌
い
ま
し
た
。

問
教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
１
１
９
）

校
旗
を
返
納
す
る
鳥
井
小
学
校
の

筆
谷
校
長
（
右
）

校
旗
を
返
納
す
る
五
十
猛
小
学
校
の

下
隅
校
長
（
左
）

「世界遺産登録20周年・石見銀山発見500年」に向けて
「石見銀山フェスin名古屋」を開催

「
銀
さ
が
し
」
を
体
験
す
る
来
場
者

【全国初】総務省×行政書士会×大田市
災害時の連携協力に関する協定を締結
左
か
ら
野
津
好
正
会
長
、
市
長
、

安
田
浩
也
所
長

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

　３月11日、総務省島根行政監視行政相談センター、島
根県行政書士会および市の３者は、災害時の連携協力に
関する協定を締結しました。この協定は、災害時に備え
た連携体制を平時から構築することにより、災害時にお
ける被災者の広範な困りごとの解決および生活再建を支
援し、被災地の復旧につなげることを目的としています。
災害時の連携を目的とした、地方公共団体、総務省およ
び行政書士会の３者間での協定締結は、全国初の取り組
みとなります。主な連携および協力事項は、被災者から
の相談対応や生活支援情報の提供で、本協定を機に、相
談・案内・手続き支援を充実させ、市民により添い、実
効性のある「協働」へつなげていきます。
　総務省島根行政監視行政相談センターの安田浩也所長
は「大田市をモデルケースとして体制を構築し、他地域
にも波及させていきたい」、島根県行政書士会の野津好正
会長は「いざというときに速やかに対応できるよう、常
日頃から連携し、この協定を意義のあるものにしたい」
と話しました。
　　　　　　　　　 

問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

　石見銀山が2027年に「世界遺産登録20周年」および
「発見500年」という大きな節目を迎えることから、
その歴史的価値と魅力をＰＲするために「石見銀山
フェスin名古屋」を３月７日・８日の２日間、中日ビル
５階全国センター広場（名古屋市）で開催しました。
　イベントでは、「大久保間歩」の坑内の映像をＶＲで
再現した「ＶＲ銀山体験」や、貴重な歴史資料をバー
チャル空間で探究できる「デジタルミュージアム」な
ど、石見銀山の魅力を体験できる企画を実施。また、
楽しみながら銀に親しむことができる「銀さがし体験」
のコーナーでは、子どもたちが「ゆり盆」を揺らしな
がら砂に混じった小さな銀の粒を探して楽しむ姿が
みられました。
　さらに、「大田の大あなご」を使用した限定メニュー
「大あなご御膳」を提供する食企画や、特産品のセット
販売もおこない、来場した多くの皆さんに石見銀山の
魅力を発信しました。
　　　　　　　　 問政策企画課（☎0854‐83‐8005）
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重
谷
一
甫
さ
ん
と
作
品

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

５

教育委員会感謝状を贈呈
　教育委員会では、市の教育行政の推進
などに功労のあった個人や団体に感謝状
を贈呈しています。
　今年度は、３月26日に贈呈式を開催し、
地域の歴史・自然や産業を取り入れた
体験学習などのふるさと教育や、読み聞
かせによる読書活動の推進・充実などを
支援していただいた９組に、武田教育長
から感謝状を贈りました。

感謝状の贈呈を受けた皆さん

五十猛歴史研究会（五十猛町）　　　　　　　　温泉津町和牛改良組合（温泉津町）
静間の名所旧跡を守る会（静間町）　　　　　　仁摩陶芸塾（仁摩町）
お話サンタ（鳥井町）
ワタツミ会（鳥井町）
朝寿会（朝山町）
高山小学校お話会ボランティアのみなさま
井田シニアクラブやすらぎ会（温泉津町）

（順不同・敬称略）

問教育委員会総務課（☎0854‐83‐8119）

三瓶山 西の原火入れ
春には 訪れる人を迎える緑の草原に
作
業
は
慎
重
に
進
め
ら
れ
ま
し
た

　３月24日、草原の維持、観光振興、環境保全へ
の市民意識の向上、山林火災の未然防止を目的に、
三瓶山西の原で火入れがおこなわれました。
　延焼を防ぐため、事前に広い防火帯を設け、風
向きや風の強さを何度も確認しながら、作業は細
心の注意のもと進められました。
　枯れ草に火が入ると、ぱちぱちと音を立てて橙
色の炎が広がり、白い煙が立ちのぼったあとには、
黒く焼けた大地が現れました。春の訪れとともに
新芽が萌え出し、やがて一面に緑のじゅうたんが
広がり、訪れる人を迎えます。
　　　　　 　問農林水産課（☎0854‐83‐8089）

　2026年ミラノ・コルティナパラリンピックを記念
し、国際的な障がい者アートの魅力を発信するため、
世界中の障がいを持つアーティストの作品を展示する

「ArtParaExhibition ＠ Milano-cortina2026」に、
重谷一甫さんの石見銀山を題材にした作品『時空を超
える銀の旅、石見へ』が出展されることとなり、３月
10日、市長へ報告しました。
　重谷さんは実際に大久保間歩などを訪れており、作品
にはオリジナルキャラクターの「まるちゃん」と共に
大森の歴史や文化が描かれています。重谷さんは「選ば
れたときは驚いたが、海外の人に絵を見てもらう機会は
あまりないので楽しみ」と話しました。
　　　　　　　　 問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

「ArtPara Exhibition ＠ Milano-cortina 2026」出展へ
重谷一甫さんの作品が
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催
し
ま
し
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新
庁
舎
整
備
は
、
今
後
、
６
月
末
に
基
本
設
計
を
完
成
さ
せ
、
今
年
度
か
ら
来
年
度
ま
で
実
施
設
計
を
作
成

し
、
令
和
11
年
度
ま
で
の
工
事
を
経
て
、
令
和
12
年
度
中
の
供
用
開
始
を
予
定
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
新
庁
舎
の
詳
し
い
情
報
や
、こ
れ
ま
で
の
主
な
経
過
、よ
く
あ
る
質
問
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
　
　  

問
新
庁
舎
整
備
課
（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
０
１
０
）

６

　
令
和
８
年
３
月
18
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、
全
８
会
場
で

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
延
べ
１
８
２
人
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
質
問
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

説
明
内
容

（
１
）
基
本
設
計
の
概
要
、
建
築
計
画
に
つ
い
て

（
２
）
概
算
事
業
費
に
つ
い
て

（
３
）
財
源
・
公
債
費
償
還
の
見
通
し
に
つ
い
て

（
４
）
現
庁
舎
の
利
用
に
つ
い
て

説明会の様子

説明会の主な質疑応答・意見

★他の質疑応答や資料など説明会の概要は
　市ホームページに掲載しています

【新庁舎整備取組情報】 【説明会の概要】

　
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土

保
全
局
と
気
象
庁
は
、
令
和
８

年
５
月
下
旬
（
予
定
）
か
ら
新

た
な
防
災
気
象
情
報
の
運
用
を

開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
新
た
な
防
災
気
象
情
報

で
は
、河
川
氾
濫
・
大
雨
・
土
砂

災
害
・
高
潮
の
警
報
な
ど
を
、避

難
行
動
に
対
応
し
た
５
段
階
の

警
戒
レ
ベ
ル
と
整
合
さ
せ
、
災

害
発
生
の
危
険
度
に
応
じ
た
レ

ベ
ル
の
数
字
を
名
称
に
含
め
て

発
表
し
ま
す
。
レ
ベ
ル
５
に
相

当
す
る
河
川
氾
濫
の
特
別
警
報

や
警
戒
レ
ベ
ル
４
に
相
当
す
る

危
険
警
報
も
新
た
に
開
始
す
る

な
ど
、現
行
の
大
雨
警
報
・
注
意

報
な
ど
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
レ
ベ
ル
３
警
報
や
レ
ベ
ル
４

危
険
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、

自
治
体
か
ら
の
避
難
指
示
な
ど

に
十
分
留
意
し
、
大
雨
で
危
険

度
が
高
ま
っ
た
地
域
が
地
図
で

表
示
さ
れ
る「
キ
キ
ク
ル
」や
河

川
の
水
位
情
報
を
参
照
し
て
、

危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
早
め

の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設

け
た
＊
特
設
ペ
ー
ジ
で
は
、
新

た
な
防
災
気
象
情
報
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
参

考
に
、
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際

に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る

か
、
ご
家
庭
や
企
業
・
組
織
内

で
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
８
年
５
月
か
ら

　 

防
災
気
象
情
報
が
新
し
く
な
り
ま
す

問
松
江
地
方
気
象
台

（
☎
０
８
５
２
‐
21
‐
３
７
９
４
）

＊
　新
た
な
防
災

気
象
情
報
に
関
す

る
特
設
ペ
ー
ジ

質
問
：
人
口
が
減
る
中
で
、
市
の
収
入
も
減
る
の
で
は
な
い
か
？

　
Ａ
：
賃
上
げ
や
住
宅
新
築
、
企
業
進
出
な
ど
で
税
収
は
伸
び
て
い
ま
す
。
地
方
交
付

　
　
　
税
も
物
価
上
昇
な
ど
に
よ
り
配
分
が
増
え
て
お
り
、
市
の
主
な
収
入
は
、
安
定

　
　
　
的
に
確
保
で
き
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
：
基
金
を
積
む
た
め
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

　
Ａ
：
基
金
の
主
な
原
資
は
、
毎
年
の
効
率
的
な
事
務
執
行
や
入
札
減
な
ど
の
実
績
減

　
　
　
の
部
分
で
あ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
員

　
　
　
賃
金
カ
ッ
ト
や
別
の
基
金
の
運
用
益
も
あ
り
ま
す
。

質
問
：
現
庁
舎
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
何
も
し
て
こ
な
か
っ
た
の
か
？

　
Ａ
：
雨
漏
り
な
ど
の
修
繕
は
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
規
模
改
修
は
耐
震
化
と
併
せ
計

　
　
　
画
し
ま
し
た
が
、
病
院
建
替
え
な
ど
を
優
先
し
た
結
果
、
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

質
問
：
現
庁
舎
に
つ
い
て
、
第
三
者
に
よ
る
耐
用
年
数
調
査
は
し
な
い
の
か
？

　
Ａ
：
市
で
は
、過
去
に
同
様
の
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、再
度
調
査
を
お
こ
な
っ
て
も

　
　
　
結
果
が
改
善
す
る
可
能
性
は
な
い
た
め
再
調
査
は
不
要
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

意
見
：
駅
前
活
性
化
や
地
域
経
済
へ
の
波
及
に
つ
な
が
る
の
で
、
進
め
て
ほ
し
い
。

意
見
：
物
価
上
昇
を
考
え
、
少
し
で
も
早
く
完
成
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。



　３月28日、91人の保護者や地域住民に見守られなが
ら、水上保育園の閉園式がおこなわれました。昭和28
年の開園以来、73年間に送りだした卒園生は824人。
　式では園児たちの元気よく歌を歌う姿に涙を流す人
も見られ、式に出席した卒園生からは「友達と竹馬で
一緒に遊んだ思い出がある。この場所がなくなるのは
寂しい」との声がありました。
　田中聡子園長は「地域の皆さんの温かい協力がなけ
ればできない体験をたくさんさせてもらった。どの時
代も子どもたちの笑顔が溢れる保育園だった」。また、
市長のメッセージとして「地域と家庭と園が手を取り
合い、子どもたちの成長を見守って下さった絆こそが
水上保育園の財産だった」と感謝の言葉が伝えられま
した。
　閉園式後はバルーンリリースがおこなわれ、「水上
保育園ありがとう」の掛け声のあと風船を飛ばしまし
た。　　　　　 問こども政策課（☎0854‐83‐8196）

３月９日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
・大田地区安全運転管理者協会

・大田市交通対策協議会

・大田市交通安全協会　・大田警察署

広報おおだ　Ｒ8（2026）4.23７

【寄贈】ありがとうございます

「オリジナル交通安全ナップサック」220枚

令和８年度に入学する市内小学校の新１年
生に配布し、交通事故のない安全な通学に
繋げるよう活用します。
　問教育委員会総務課（☎0854‐83‐8119）

ＮＰＯ法人石見銀山協働会議
石見銀山協働フォーラムを開催

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

小
笠
原
知
恵
さ
ん

　２月21日、「石見銀山楽」と題して石見銀山協働
フォーラムが開催されました。このフォーラムはＮＰ
Ｏ法人石見銀山協働会議の主催で、前半では、石見銀
山基金を活用して令和６年度に事業を実施した団体の
報告４件があり、後半はフリーアナウンサーの小笠原
知恵さんをゲストとして迎え、石見銀山遺跡と大田市
の魅力を伝えることをテーマに協働会議理事長の中村
唯史さんとの対談がおこなわれました。
　小笠原さんはＮＨＫ松江放送局の「しまねっとＮＥ
ＷＳ６１０」のキャスター時代の経験から、現地を訪
れて、自分が感じたことを伝えることの大切さを紹介
しました。　
　昨年、島根県が開催した石見銀山を紹介する講座を
担当した時にも大森町へ取材に訪れて、改めて石見銀
山の魅力を感じたことも紹介し、会場の参加者は大き
くうなづきながら聞き入っていました。
　　　　　 問石見銀山協働会議（☎0854‐88‐9123）

水上保育園
７３年間ありがとう
閉
園
式
の
様
子

　全国すべての事業所・企業を対象とした「令和８年経済センサス－
活動調査」が、６月１日現在を基準に全国一斉におこなわれます。
　この調査は、わが国における産業構造を包括的に捉え、実態を明
らかにすることを目的とする国の重要な調査であり、５年に１回実
施されます。
　調査結果は、国や地方公共団体などにより、これからのまちづく
りのために活用されます。調査は、調査員が事業所を訪問しておこ
なう「調査員調査」と、国が直接対象事業所に調査書類を送る「直
轄調査」に分かれています。
　どちらの調査方法でも、まず、対象企業・事業所にはインターネッ
ト回答用の調査書類をお送りすることを基本としています。イン
ターネットで回答いただければ、そこで回答は完了となります。
　調査員調査については、インターネットでの回答が確認できな
かった事業所には後日、紙の調査票を配布し、回答をお願いする流
れとなっています。
　調査の対象となっている事業所・企業の皆さんは、ご協力をお願
いします。　　　 問総務部総務課総務財産係（☎0854‐83‐8035）

いわ  み  ぎんざんがく

「令和８年経済センサス－活動調査」に
ご理解・ご協力を！



症状のポイント

皆さんは、ＲＳウイルス感染症をご存じですか？

家庭でできる予防とケア

令和８年度からの定期接種のお知らせ

広報おおだ　Ｒ8（2026）4.23 ８

こんにちは
保健師です

健康長寿「＋１」活動とは？

ＲＳウイルス感染症ってどんな病気？

　ＲＳウイルスは、乳幼児の間で毎年流行する「かぜ」の原因ウイルスの一つです。ほとんどの子どもが２歳までに
感染を経験します。大人や小中学生くらいの子どもは、多くの場合、軽い鼻かぜ程度で済みます。ですが、赤ちゃん
（とくに生後６か月未満）、早産で産まれた赤ちゃん、心臓や肺に持病があるお子さん、免疫の弱い人では、肺炎など
重い症状になることがあるため、注意が必要です。
　例年、春から夏の時期から増えはじめ、秋にかけて流行しますが、近年は５月頃から夏ごろにかけて流行のピーク
を迎えることもあります。家庭内や保育園でうつりやすいので、連休明けから梅雨の時期は特に注意しましょう。

※　これらの症状がすべてではなく、他の症状も生じることがあります。これらのすべての症状があらわれると
も限りません。また、他の感染症でも同じような症状がみられる場合があります。気になる症状がみられる場合
は、主治医にご相談ください。

　令和８年度（2026年度）から妊婦さんを対象としたＲＳウイルスワクチン（妊娠28～
36週での接種）の定期接種が始まっています。対象の人へは案内をしています。
　妊婦健診を受診している医療機関と相談しながら接種をご検討ください。

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

・鼻水
・鼻づまり
・咳、くしゃみ
・微熱
・不機嫌
・食欲がない

・ 発熱、粘調度の高い大量の鼻水
・咳
・喘鳴（ぜんめい　ゼーゼーといった呼吸音）
・呼吸が速い、または呼吸が困難
・酸素不足により唇や指先が青くなる（チアノーゼ）
・乳児は「ミルクや母乳の飲みが悪い」「おしっこが減る」「ぐったり」など
がサインになります

一般的な症状 重い症状

５月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

母子健康手帳・おむつ
バスタオル９:00～10:30

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

身体計測、授乳相談ごくごく
授乳相談 13:00～16:3027日㈬

こども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）

大田市役所　４階和室13日㈬

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

乳幼児相談

問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

こまめな手洗い・アルコール手指消毒
咳エチケット（大人の人で風邪症状があるときにはマスクを着用）
室内の換気、感染症流行時には混雑した場所を避ける
鼻水が多いときは、鼻吸い器などでやさしくケアして授乳・食事を助ける

感染症予防の基本は手洗い！
　島根県と県内自治体が推進する健康づくり活動。減塩、運動、野菜
摂取、たばこ対策など健康に関する取り組みを「なにか１つ」加える
ことで、皆さんの健康意識を高め、生活習慣の改善につなげます。

母子健康手帳妊娠中の人とその家族
育児教室

［ぴよぴよ］
プレパパママ

９:30～10:30
受付９:15～13日㈬

こども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）

今月の「＋１」
プラスワン

♡
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以下の人は☆マークの検診が無料です。
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
　※　受診時に証明できる書類が必要です。
　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

健康ガイド５月

９

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など 予約方法

50歳以上
・令和７年度胃がん検診

（胃バリウム検査・胃内視鏡
検査）を受けていない人
・胃の治療中や胃薬内服を
していない人
◎自己負担金　3,000円
※　無料になる人…生活保
護世帯の世帯員、市民税非
課税世帯の世帯員のみ

健康増進課へ電話
（☎0854‐83‐8151）
または予約サイトか
ら予約してください。

石田医院、合原医院、昭和医院、
福田医院、木島医院、郷原医院大田市

胃がん
（胃内視鏡）

検診

島根県立中央病院ほか６医療機関
（市ホームページをご確認ください）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

出雲市

☆子宮頸がん
検診

ひゃくどみクリニック
（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根

（☎0853‐20‐0649）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市

20歳以上の女性
（対象者に個別通知を送付
します。）
◎自己負担金
・子宮頸部細胞診 1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）
　1,500円

令和７年度乳がん検診を受
けていない人
40～49歳の女性

（２方向撮影）　2,000円
50歳以上の女性

（１方向撮影）　1,500円

【予約サイト】

直接各医療機関へ
予約してください。

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

種　類 日　程
７日㈭
８日㈮
11日㈪
12日㈫
13日㈬
15日㈮
29日㈮

対象者など

肺がん検診

地　区
温泉津
湯里、井田
五十猛、福波
池田、志学、北三瓶
大森、水上、祖式、大代
静間
長久

肺がん検診　40歳～64歳
肺がん・結核検診　65歳以上
◎自己負担金　無料
◎持参　検診受診票、健康手帳
※　会場、受付時間は個人通知をご確認ください。

がん検診（集団）

５月19日㈫
献血に

ご協力ください

中村ブレイス（大森町）

1２：１５～1３：１５　　
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石見銀山遺跡の
発掘調査　その７

『人質の朗読会』　小川 洋子‖著　響林社

おすすめの本

10

◇展示テーマ

問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00

第37回

市ホームページ

　
◇５月の行事

　
発
掘
調
査
が
終
わ
る
と
、
そ
の

成
果
を
ま
と
め
た
『
発
掘
調
査
報

告
書
』
を
つ
く
り
ま
す
。
石
見
銀

山
遺
跡
で
は
、
毎
年
の
調
査
成
果

を
概
報
と
し
て
ま
と
め
た
赤
い
表

紙
の
『
石
見
銀
山
遺
跡
発
掘
調
査

概
要
』（
以
下
、
調
査
概
要
）
と
、

複
数
年
の
成
果
を
ま
と
め
た
本
報

告
で
あ
る
青
い
表
紙
の
『
石
見
銀

山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』（
以
下
、

調
査
報
告
）を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
調
査
概
要
は
32

巻
、
調
査
報
告
は
５
巻
を
刊
行
し

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
報
告
書
に
は
、
発
掘

調
査
の
経
過
の
ほ
か
、
調
査
で
確

認
さ
れ
た
遺
構
（
昔
の
人
々
の
活

動
の
痕
跡
）
や
出
土
し
た
遺
物
に

つ
い
て
の
所
見
や
考
察
、
図
面
、

写
真
、
一
覧
表
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
報
告
書
を
作
成
す
る
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
工
程
が
あ
り
ま
す
が
、
な

か
で
も
遺
物
の
図
面
を
作
成
し
た

り
、
掲
載
用
に
図
面
を
整
え
た
り

す
る
作
業
は
特
に
重
要
で
す
。
現

地
で
記
録
し
た
遺
構
の
情
報
を
正

確
に
残
す
こ
と
や
、
遺
物
の
特
徴

を
図
面
と
し
て
記
録
す
る
こ
と
は
、

将
来
に
わ
た
る
研
究
の
基
礎
と
な

る
「
一
次
資
料
」
を
作
る
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
何
よ

り
も
正
確
性
と
客
観
性
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
３
月
に
は
、
令
和
６
・
７

年
度
に
実
施
し
た「
栃
畑
谷
地
区
」

の
調
査
成
果
を
ま
と
め
た
『
調
査

概
要
』
第
32
巻
を
新
た
に
刊
行
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
調
査
概
要
・
調
査
報
告

は
い
ず
れ
も
非
売
品
の
た
め
、
市

役
所
や
書
店
で
購
入
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
市
内
の
図
書
館

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『病とたたかう。命を尊ぶ』
　看護の重要さと尊さを社会に広く認識さ
せたナイチンゲールの誕生日、５月12日は

「看護の日」です。そこで病に向きあって
きた人々を描く小説やノンフィクションを
集めてみました。どんなに科学技術が進歩
しても戦わずにはいられないその過程に、
何が読みとれるでしょうか。

仁
　摩

中
　央

『リフレッシュ』
　環境の変化などから心や体に疲れが出や
すい時期。今月は、ほっと一息つけるような
気分転換におすすめの本を集めてみました。

調
査
概
要（
右
）
調
査
報
告（
左
）

　南米旅行中、ゲリラの人質になっ
た日本人観光客が、閉じられた空間
の中で朗読会をしていました。特殊
部隊突入時に爆発が起き人質は全員
死亡。でも、盗聴テープに彼らの語
りが残っていて、最期の声が日本に
届けられたのです。極限状態で語ら
れた人質の話とは…。
　本は中央図書館も所蔵しています
が、このたびＣＤブックが仁摩図書
館に入りました。

い 

こ
う

と
ち
は
た
だ
に

■：２館共通

５月の図書館お休みの日
火 木 金日 月 水 土

４

11

18

25

５

12

19

26

1

8

15

22

29

７

14

21

28

６

13

20

27

2

9

16

23

30

　

３

10

17

24

31

【オーディオブックＣＤ】
仁摩図書館所蔵

30日㈯　14:00～

16日㈯　10:15～

４月４日㈯～５月３日㈰

４月22日㈬～５月18日㈪

９日㈯　①10:30～　②14:00～
23日㈯　①10:30～　②14:00～

図書館

仁 摩

行　　事 日　　時

多文化共生講座

おはなし会

おすすめこどもの本展

おはなしのとびら　本展示

おはなし会
中 央
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マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン

と
は

　
近
年
、
テ
レ
ビ
や
研
修
な
ど
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
マ
イ
ク
ロ

ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
」。
こ
れ
は
、

日
常
の
中
で
無
意
識
に
発
せ
ら
れ

る
、
さ
さ
い
に
見
え
る
言
動
に

よ
っ
て
、
相
手
に
否
定
的
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
て
し
ま
う
こ
と
を

指
し
ま
す
。
　

　
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
で
あ
る

デ
ラ
ル
ド
・
ウ
ィ
ン
・
ス
ー
さ
ん

は
、
発
し
た
本
人
の
意
図
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
差
別
の
対
象
と

な
る
人
々
に
敵
意
や
軽
視
を
伝
え

る
言
動
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
言
っ
た
側
に
悪
意
が
な
い
こ
と

が
多
い
た
め
、
発
言
し
た
本
人
が

気
づ
き
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
受
け
取
る
側

に
と
っ
て
は
、
心
に
傷
と
し
て
残

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
権
は
日
常
の
中
に
あ
る

　「
人
権
」と
は
、す
べ
て
の
人
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
、

尊
厳
を
も
っ
て
生
き
る
た
め
の
大

切
な
権
利
で
す
。
１
９
４
８
年
に

国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
た
世
界
人

権
宣
言
で
は
「
す
べ
て
の
人
は
自

由
で
あ
り
、
尊
厳
と
権
利
に
お
い

て
平
等
で
あ
る
」
と
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
人
権
侵
害
と
い
う
と
、
重
大
な

差
別
事
件
や
深
刻
な
問
題
を
思
い

浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
実
際
に
は
、
日
々
の
何
気
な

い
会
話
や
態
度
の
中
に
も
、
人
権

は
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　身
近
な
事
例
か
ら
考
え
る

　
例
え
ば
、
独
身
の
人
に
対
し
て

「
ま
だ
結
婚
し
な
い
の
？
」
と
何

気
な
く
尋
ね
る
こ
と
。
世
間
話
の

つ
も
り
で
も
、「
結
婚
す
る
の
が

当
然
」
と
い
う
価
値
観
を
前
提
に

し
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
男
性
に
対
し
て
「
男
な

ん
だ
か
ら
し
っ
か
り
し
て
」「
泣

く
な
ん
て
男
ら
し
く
な
い
」
と
言

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
励
ま
し
の

つ
も
り
で
も
「
男
性
は
こ
う
あ
る

べ
き
」
と
い
う
固
定
的
な
性
別
役

割
を
押
し
つ
け
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
に
対
し
て
、

説
明
を
省
略
し
た
り
「
難
し
い
か

ら
分
か
ら
な
い
よ
ね
」
と
決
め
つ

け
た
り
す
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。

年
齢
だ
け
で
理
解
力
や
判
断
力
を

決
め
つ
け
る
こ
と
は
、
そ
の
人
の

経
験
や
能
力
を
正
当
に
見
て
い
な

い
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
日
常
会

話
の
中
で
よ
く
あ
る
言
葉
で
す
。

　
し
か
し
、
受
け
取
る
側
に
と
っ

て
は
「
自
分
ら
し
さ
を
認
め
て
も

ら
え
て
い
な
い
」
と
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
小
さ
な
違
和
感
や
「
モ
ヤ
ッ
」

と
し
た
気
持
ち
が
積
み
重
な
る
こ

と
で
、
尊
厳
が
傷
つ
い
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

な
ぜ
、
気
づ
き
に
く
い
の
か

　
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

私
た
ち
が
社
会
や
文
化
の
中
で
自

然
に
身
に
つ
け
て
き
た
思
い
込
み

や
価
値
観
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
そ

れ
自
体
が
直
ち
に
悪
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
無
意
識
で
あ
る

た
め
に
繰
り
返
さ
れ
や
す
く
、
指

摘
も
し
づ
ら
い
と
い
う
難
し
さ
が

あ
り
ま
す
。

　
と
き
に
は
「
そ
ん
な
つ
も
り

じ
ゃ
な
か
っ
た
」「
善
意
で
言
っ

た
の
に
」
と
防
御
的
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

大
切
な
の
は
、
悪
意
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
よ
り
も
、
相
手
が
ど
う
受

け
止
め
た
か
と
い
う
視
点
で
す
。

ま
ず
は
「
自
分
に
も
無
意
識
の
偏

見
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
認

め
る
こ
と
が
、
気
づ
き
の
第
一
歩

に
な
り
ま
す
。

気
づ
き
か
ら
始
ま
る
第
一
歩

　
大
切
な
の
は
「
し
て
し
ま
っ
た

か
ど
う
か
」
よ
り
も
「
気
づ
け
る

か
ど
う
か
」
で
す
。
日
々
の
言
動

を
少
し
振
り
返
り
、
相
手
の
立
場

で
考
え
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
も
し
誰
か
か
ら
自
分
の
言
動
に

つ
い
て「
そ
れ
は
違
和
感
が
あ
る
」

と
指
摘
さ
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

否
定
せ
ず
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
が

重
要
で
、
そ
れ
が
信
頼
関
係
を
築

く
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

特
定
の
誰
か
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

に
関
わ
る
、
身
近
な
人
権
の
課
題

で
す
。
小
さ
な
気
づ
き
と
対
話
を

重
ね
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し

て
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
社
会
に

近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
同
和
問
題
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
演
会
（
研
修
会
）
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
21
日
㈮

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
会
場
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
講
師
　
奥
田
均
さ
ん

　
　
　
　
近
畿
大
学
名
誉
教
授

▽
演
題
　
未
定

▽
参
加
費
　
無
料

▽
備
考
　
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

　
が
あ
り
ま
す
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

令
和
８
年
度
第
２
回
人
権
を

考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お

お
だ
ふ
れ
あ
い
会
館
第
２
回

人
権
・
同
和
問
題
研
修
会
に

つ
い
て

石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

11

きずな
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら

人
権
を
考
え
る



◇
納
期
限
ま
で
の
納
税
が
難
し
い

　人
へ

　
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、

申
請
に
よ
っ
て
納
税
の
猶
予
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
島
根
県
の
県
税
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収

納
管
理
課

（
☎
０
８
５
５
‐
29
‐
５
５
２
２
）

　
大
田
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
よ
り
、
農
業
振
興
を
図
る
地
域

と
し
て
「
農
用
地
区
域
」
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
区
域
内
の
農
地
を
宅
地
な

ど
に
転
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更

（
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
な
ど

の
承
認
）
が
必
要
で
す
。

　
農
地
が
該
当
区
域
に
あ
た
る
か

ど
う
か
は
、
市
役
所
農
林
水
産
課

か
、
各
地
区
の
農
業
委
員
宅
に
あ

る
「
農
用
地
区
域
」
図
面
で
確
認

で
き
ま
す
。

　
変
更
を
さ
れ
る
場
合
は
、
５
月

１
日
㈮
か
ら
５
月
29
日
㈮
ま
で

に
、
農
林
水
産
課
へ
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
８
６
）

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
６
）

　
事
前
に
市
民
課
へ
の
予
約
が
必

要
で
す
。

◇
休
日
窓
口
（
日
曜
日
）

　
５
月
10
日
・
６
月
14
日

　
８
時
30
分
〜
12
時
　

◇
平
日
窓
口
延
長
（
月
曜
日
）

　
５
月
18
日
・
６
月
22
日

　
17
時
20
分
〜
19
時
40
分

▽
申
請
・
交
付
場
所
　

　
市
役
所
本
庁
　
市
民
課

※
　
支
所
で
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

※
　
現
住
所
が
温
泉
津
町
と
仁
摩

　
納
税
通
知
書
と
、
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、二
次
元
コ
ー
ド

な
ど
を
利
用
し
た
便
利
な
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
納
税
通
知
書
発
送
日
　

　
５
月
１
日
㈮

▽
納
期
限
　
６
月
１
日
㈪

▽
納
付
方
法

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン

　
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

※
　
詳
し
く
は
「
地
方
税
お
支
払

サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
コ
ン
ビ
ニ

・
金
融
機
関
や
県
民
セ
ン
タ
ー
の

　
窓
口
　
な
ど

町
の
人
は
、
各
支
所
で
カ
ー
ド
を

保
管
し
て
い
ま
す
の
で
、
５
日
前

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
　
住
民
票
な
ど
各
種
証
明
書
の

交
付
事
務
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

※
　
予
約
状
況
な
ど
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
・
問
市
民
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
７
）

　
令
和
８
年
度
の
健
康
保
険
料

率
・
介
護
保
険
料
率
は
３
月
分

（
４
月
納
付
分
）
か
ら
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
４
月
分

（
５
月
納
付
分
）
か
ら
は
、
次
の

率
で
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の

徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
任
意
継
続
被
保
険
者
に

つ
い
て
は
、
４
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

▽
健
康
保
険
料
率
　
９
・
94
％

▽
介
護
保
険
料
率
　
１
・
62
％

▽
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率

　
０
・
23
％

問
全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部

（
☎
０
８
５
２
‐
59
‐
５
１
３
９
）

▽
試
験
の
種
類

・
甲
種
消
防
設
備
士
試
験
　
特

　
類
・
第
１
類
〜
第
５
類

・
乙
種
消
防
設
備
士
試
験
　
第
１

　
類
〜
第
７
類

▽
日
時
　
７
月
26
日
㈰

　
９
時
30
分
〜
ま
た
は
14
時
〜

※
　
試
験
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

▽
会
場
　
松
江
市
お
よ
び
浜
田
市

※
　
試
験
会
場
は
受
験
票
で
指
定

さ
れ
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　

　
５
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
の
電
子
申
請
に
よ
る
試
験
の
受

験
申
込
も
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、一
般
財
団
法
人  

消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
　
試
験
案
内
と
受
験
願
書
は
、

最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）
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市　勢
（令和８年４月１日現在）

（　　）内は前月比

○人　口　30,564人　（△ 122）
　・男　　14,715人　（△  61）
　・女　　15,849人　（△  61）
○世帯数　15,096世帯（△   4）
○出生数　 9人
○死亡数　　　33人
○面　積　435.34㎢

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先
申

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
・
夜
間
窓
口
を
開
設

自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

ホームページ

農
用
地
区
域
の
変
更
は

５
月
29
日
ま
で
に

全
国
健
康
保
険
協
会

島
根
支
部
の
保
険
料
率

消
防
設
備
士
試
験
（
前
期
）

ホームページ

申

申



②みんなの食堂
　　祖式ジム

子ども食堂 ５月の予定 子ども　無料
大　人　①③300円 ②④200円

①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

23日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
16日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
16日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373
22日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）

催
　
　し

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

▽
日
時
　
５
月
16
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
入
場
料
　
無
料

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も

▽
上
映
作
品
　「
と
り
つ
く
し
ま
」

　（
２
０
２
４
年
／
89
分
）
　

▽
内
容
　
人
生
の
最
後
に
大
切
な

　
人
の
近
く
で
過
ご
せ
た
ら
…
あ

　
な
た
は
ど
ん
な
モ
ノ
に
な
り
た

　
い
で
す
か
？
人
生
を
終
え
た
者

　
た
ち
が
大
切
な
人
と
過
ご
す
最

　
後
の
時
間
を
描
い
た
人
間
ド
ラ

　
マ
。

　
出
演
／
橋
本
紡
　
小
泉
今
日
子

　
ほ
か

問
島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

▽
日
時
　

　
８
月
14
日
㈮
〜
15
日
㈯

　（
式
典
は
８
月
15
日
）

▽
会
場
　
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

▽
対
象
者
　
戦
没
者
の
遺
族
で
、

　
２
日
間
の
団
体
行
動
が
介
助
者

　
な
し
に
で
き
る
人

▽
参
加
費
　
航
空
賃
・
宿
泊
料
な

　
ど
の
定
額
助
成
が
あ
り
ま
す
。

※
　
そ
の
ほ
か
の
費
用
は
自
己
負

担
で
す
。

▽
申
込
期
限
　
５
月
29
日
㈮

※
　
全
応
募
者
の
中
か
ら
続
柄
、

年
齢
な
ど
を
考
慮
の
う
え
、
県
が

選
考
し
ま
す
。

問
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
９
）

　
市
で
は
、団
体
が
実
施
す
る「
子

育
て
支
援
の
た
め
の
事
業
」
に
対

し
、
助
成
す
る
団
体
を
募
集
し
ま

す
。

▽
対
象
事
業
　
子
育
て
家
庭
の
父

　
親
、
母
親
、
祖
父
母
、
地
域
住

　
民
な
ど
を
対
象
と
し
た
行
事

　（
事
業
の
一
例
…
親
学
、子
ど
も

　
の
生
活
リ
ズ
ム
づ
く
り
や
食
育

　
に
関
す
る
行
事
、命
の
大
切
さ
を

　
伝
え
る
講
演
会
、子
育
て・子
育

　
て
支
援
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
）

▽
募
集
団
体
数
　
２
団
体
ま
で

▽
補
助
額
　
事
業
に
対
す
る
経
費

　（
上
限
18
万
円
）

▽
募
集
期
間
　

　
４
月
23
日
㈭
〜
５
月
29
日
㈮

問
こ
ど
も
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
８
）

　
大
田
市
で
の
「
シ
ル
バ
ー
派
遣

事
業
」
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
っ
て
な
に
？
」

「
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
？
」
な

ど
、
皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し

ま
す
。

▽
日
時
　
５
月
12
日
㈫

　
10
時
〜
11
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

▽
申
込
方
法
　
電
話

▽
申
込
期
限
　
５
月
11
日
㈪

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田
連

絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

　
放
課
後
を
安
全
・
安
心
に
過
ご

せ
る
生
活
・
遊
び
の
場
を
提
供
す

る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
で
の

お
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人
に
、
働

く
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
演
習
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
交
え
な
が
ら
「
支
援
員
の
補

助
的
業
務
」
と
し
て
期
待
さ
れ
る

基
本
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

▽
日
時
　
５
月
27
日
㈬
〜
29
日
㈮

　
の
３
日
間
　
10
時
〜
16
時

※
　
原
則
３
日
間
参
加
。

▽
会
場
　
パ
ル
メ
イ
ト
出
雲

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
30
人

▽
申
込
方
法
　
電
話

▽
申
込
期
限
　
５
月
20
日
㈬

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田
連

絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
エ
ク
セ
ル
基
礎
）

・
エ
ク
セ
ル
の
機
能
と
操
作
方
法

・
表
の
作
成
や
関
数
活
用

・
グ
ラ
フ
作
成
な
ど

▽
日
時
　
６
月
５
日
〜
26
日
の
間

　
の
㈪
・
㈬
・
㈮
　

　
19
時
〜
21
時

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費
　
１
万
３
０
０
０
円

▽
対
象
　
キ
ー
ボ
ー
ド
と
マ
ウ
ス

　
操
作
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
方
法
　
電
話

▽
申
込
期
限
　
５
月
29
日
㈮

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
募
集
説
明
会

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

補
助
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

募
　
　集

全
国
戦
没
者
追
悼
式
参
列
者

子
育
て
支
援
事
業
の

助
成
希
望
団
体

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
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広報おおだ　Ｒ8（2026）4.23

木造住宅の耐震改修など ブロック塀などの除却や建替え
　市では「大田市建築物耐震改修促進計画」に基づ
き、住宅の耐震改修を促進し、地震に対する安全性
の向上を図るため、耐震改修などに要する費用の
一部を助成します。
▽補助対象条件
　①市税などを滞納していない人
　②大田市内に所在する住宅
　③昭和56年５月31日以前に建築されたもの、また 
　　は着工されたもの
　④階数２階以下の一戸建て住宅、併用住宅、長屋
　　建て住宅、共同住宅
　　店舗併用住宅の場合は、店舗部分の床面積が延
　　べ面積の２分の１未満のもの
▽補助の内容
　耐震診断（補助限度額　６万円）
　耐震補強計画（補助限度額　40万円）
　耐震改修（補助限度額　80万円）
　解体（補助限度額　40万円）
　総合的支援（補助限度額　100万円）
※　事業費に応じて補助金額が変わります。
▽受付期限　10月30日㈮
※　予算に限りがありますので早めにご相談ください。

　「大田市建築物耐震改修促進計画」に基づき、大規
模地震発生時に予想されるブロック塀などの倒壊
または転倒による災害を防止し、避難路の通行者の
安全を確保するため、ブロック塀などの除却または
建替えに要する費用の一部を助成します。
▽補助対象条件
　①市税などを滞納していない人
　②避難路（小学校の通学路）に面して設置された 
　　もの
　③ブロック塀等の高さが0.8ｍを超えるもの
　④耐震診断の結果、倒壊の危険性があると判断さ
　　れたもの
▽補助の内容
　ブロック塀などの除却または建替え
　（補助限度額26万４千円）
※　事業費に応じて補助金額が変わります。
▽受付期限　10月30日㈮
※　予算に限りがありますので
早めにご相談ください。

問建築営繕課（☎0854‐83‐8105）
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　市では職員の多様な働き方を推進するため、令和８年
３月より「時差出勤制度」の試行運用をおこなっています。
▽試行期間　３月２日㈪～９月30日㈬
※　運用状況などを確認のうえ、10月１日㈭より本格運
用をおこないます。
▽制度の概要
　１日の勤務時間（７時間45分）は変えず、希望する職員
が始業・終業時間をずらして勤務する制度です。

【勤務パターンの例】
 ・７時 ～ 15時45分
 ・９時 ～ 17時45分
 ・10時 ～ 18時45分　など（全６パターン）
　「時差出勤制度」の実施により、一部職員におい
て始業・終業時間が通常と異なる場合がありますが、
市役所の開庁時間（８時30分～17時15分）に変更は
ありません。市民サービスに影響のない範囲で運用
してまいりますので、ご理解いただきますようよろ
しくお願いいたします。
　　　　　　　　　 問人事課（☎0854‐83‐8015）

山村留学センター　三瓶こだま学園 　３月25日、１年間の山村留学の締めくくりとなる三瓶
こだま学園「修園のつどい」が山村留学センターでおこな
われ、保護者や受入農家、北三瓶小・中学校の先生方を
はじめとする関係者約80人が参列しました。
　22期生は、全国各地から集まった小学生４人と中学生
４人の８人。一人ひとりが昨年４月の入園時にたてた目標
の達成度や反省、地域に対する感謝の気持ち、そして、新
たなステージへの意気込みや決意を発表したほか、地元生
と一緒に練習してきた太鼓や石見神楽を披露しました。
　令和８年度の23期は、継続生４人と新入園生５人の計９
人で、４月７日からスタートします。

　　　　　　　 問山村留学センター（☎0854‐86‐0700）

１年間の留学生活を修了

市職員の「時差出勤制度」を
試行実施しています

補　助　事　業　の　ご　案　内

14
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個別処理区域

集合処理区域

◆個別処理区域内で浄化槽を設置する
　市が主体となって浄化槽を設置します。ただし、分担金・使用料が必要です。
　▽受益者分担金　一般家庭　一律25万円
　※　その他の用途は人槽により異なります。
　▽使用料　浄化槽の使用開始後、使用水量に応じて２か月ごとに請求
　▽設置予定件数　60件
　▽受付期間　４月１日㈬～12月４日㈮

◆個別処理区域内で既に浄化槽を設置した
　既に自費で合併浄化槽を設置している場合、市に無償で譲渡していただけれ
　ば、市が維持管理・修繕などをおこないます。ただし、使用料が必要です。
　▽譲渡条件　使用開始から16年未満かつ、適正に維持管理されていると認め
　られるもの
　▽使用料　浄化槽の譲渡後、使用水量に応じて２か月ごとに請求
　※　詳細は、市ホームページをご覧ください。また、浄化槽の設置や譲渡を
　ご検討の人は、お早めにご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問下水道課（☎0854‐83‐8116）

15

美しい自然と快適な生活環境を守るため、ご理解とご協力をお願いします。
家屋が密集し、まとめて排水を処理することが適している地域では、公共下水道や
農業集落排水などにより整備を進めています。

◆集合処理区域内で浄化槽を設置する
　集合処理区域であっても、当分の間、下水道などの整備が見込まれない区域の人が浄化槽
　を設置される際は、設置費用の一部を補助します。
　▽補助対象　一般住宅（販売を目的とする住宅は除く）で10人槽以下の浄化槽を設置する人
　▽補助金額　５人槽／20万円　　７人槽／23万円　　10人槽／30万円
　▽補助予定件数　５件
　▽受付期間　４月１日㈬から予定基数を満たすまで

家屋が点在し、集合処理に適さない地域は、市設置型浄化槽の整備を進めています。

　既存住宅の排水を新たに下水道へ接続しようとする人に対して、排水設備工事費用の一部を補助します。
　申請にあたっては、供用開始の翌年度から３年を経過した区域については、補助対象外となりますので、お早
めに下水道への接続をご検討ください。
　詳しくは、下水道課までお問い合わせください。

▽補助金額　上限３万円（工事費が６万円未満の場合は工事費の２分の１）
▽補助対象　既存住宅で新たに下水道へ接続する人
※　次の人は補助対象外です。
・借家で貸主が施工、または貸主の許可が得られない人
・建物の販売を目的として下水道へ接続しようとする人
・下水道整備時に「公共ます」の設置を求められなかった人
▽補助予定件数　40件
▽申込方法　排水設備の確認申請書に補助金交付申請書を添付して提出
▽申込期間　４月１日㈬から予定件数を満たすまで

市ホームページ

浄化槽設置などに関する各種申請について

下水道への接続費用の一部を補助します

　・問下水道課（☎0854‐83‐8116）申

市ホームページ

市ホームページ



木村司法書士事務所
司法書士　木 村 修 也

不動産（相続、売買、贈与他）商業登記他不動産（相続、売買、贈与他）商業登記他

相続登記はお済みですか!?
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ごみの持ち込み

５月不燃ごみの収集日

　

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋

20
22
28
25
29
27
26
21
18
26
21

日日８
１
14
11
15
13
12
７
７
12
７

19日
19日
19日

野外焼却はやめましょう！
　「ごみを燃やしていて臭い」「煙が周囲に漂ってい
る」「洗濯物に臭いがついた」などの苦情があります。
　ドラム缶や地面に掘った穴、ブロックの囲み、法
令の基準を満たさない焼却炉でごみを燃やす行為は
法律で禁止されています。
　ごみを処分する場合は市の収集に出しましょう。
　
  野外焼却の罰則
　　　５年以下の拘禁刑、1,000万円（法人は３億円）以下の罰金または、その
両方が科せられることがあります。これは未遂の場合でも同様です。

  野外焼却禁止の例外
　　◆農業または林業を営むうえでやむを得ないものとしておこなわれる
　　廃棄物の焼却
　◆たき火、その他日常生活を営むうえで通常おこなわれる廃棄物の焼却
　　であって軽微なもの
　◆風俗習慣上または宗教上の行事をおこなうために必要な廃棄物の焼却
　◆震災、風水害、火災などの災害の予防、復旧のために必要な廃棄物の
　　焼却。国または地方公共団体が、その施設の維持、管理をおこなう
　　ために必要な廃棄物の焼却
　◆法律で定められた処理基準によっておこなう廃棄物の焼却
　　軽微な焼却であっても、煙や臭いで周辺地域に迷惑がかかる場合は、
禁止規定の例外には該当しません。
　やむを得ず燃やす場合は、よく乾かし、時間帯や風向きを考え、ご近所
の理解を得て、迷惑にならないよう心がけてください。
　なお、林野火災注意報・警報や、乾燥注意報が発令されているとき、
風の強いときは、焼却しないでください。

  注意事項
　※　前述の例外であっても、家庭で出たごみをはじめ、プラスチック類・
ビニール類・タイヤは、焼却できません。
※　農業などで使用したプラスチック類・ビニール類は産業廃棄物になる
ため、市では取り扱いません。燃やさずに産業廃棄物処理業者へ依頼し、
適切な処理をしてください。

問環境政策課（☎0854‐83‐8069）

持ち込み場所
▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　平日は持ち込みできません。

  
持ち込み時間

【月～金】（祝日を除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時

【第１・第３日曜日】　３日・17日　
一般家庭のみ
８時30分～11時30分



問人権推進課（☎0854‐83‐8038）
15日㈮　９時～12時 温泉津まちづくりセンター

行政相談

15日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
８日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申
申

５月の相談
年金相談（要予約）

７日㈭　10時～15時
26日㈫　10時～15時

市役所４階大講堂

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

12日㈫　９時～15時
予約締切　５月１日㈮　16時 市役所３階第２会議室（小）

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）
申

26日㈫　13時～16時 おおだふれあい会館
人権相談

生活相談

ふくし
よろず
相　談

月～金　９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577
祝日・年末年始を除く

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

12日㈫ 
10時～12時

８日・15日・22日・
29日

（いずれも金）
10時～15時40分

全国ギャンブル依存症家族の会島根
３日㈰ 10時～12時 いきいきプラザ島根

移動ナースバンク（要予約）

申　・問ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
看護補助者（資格不問）もご相談に応じます。

27日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

８日㈮ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
２日㈯ 10時～11時30分

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

ハローワーク石見大田
福祉のお仕事相談会

27日㈬ 13時30分～15時30分
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

問全国ギャンブル依存症家族の会島根（☎090‐7372‐2025）
参加費1000円　予約不要

法的問題・法的手続きな
ど（来所）
要予約・原則無料
３回目の継続相談から有料

相続問題、不動産に関す
ることなど（来所）
要予約・無料

広報おおだ　Ｒ8（2026）4.2317

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　４月27日㈪、28日㈫、30日㈭
　５月27日㈬、28日㈭、29日㈮

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
固定資産税
軽自動車税
市県民税

６月30日
―
―

１期

６月１日
１期
１期
―

期限内に納付をお願いします税・保険料

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）
　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）

こころの健康相談（要予約）
12日㈫ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）
県央保健所19日㈫ ９時30分～11時

難病相談
しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）
オンライン相談も可能

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9844）

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

就労相談
（要予約）

13日㈬ 
13時30分～15時30分

　・問大田市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）申申

申

申

浜保6ね第1号
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～詳しくは二次元コードを読み込んで市ホームページ「市長の日記」へ～

　１月５日から８日に東京体育館（東京都）でおこなわれた「ＪＶＡ第78回全日
本バレーボール高等学校選手権大会」に就実高等学校（岡山県）３年生の石田恵
さん（第二中学校出身）が出場したことを、３月６日、市長に報告しました。
　石田さんは「インターハイは３位で悔しい思いをしたが、春高バレーではチー
ムとしても自分としても力を出せた。２位だったが悔いはない」と話しました。

問政策企画課（☎0854‐83‐8029）問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

企業版ふるさと納税に感謝状
　このたび、企業版ふるさと納税制度を活用し、株式会社宏田屋（松
江市）および株式会社ケイ・エフ・ジー（浜田市）から「だれもが
住みよい暮らしをつくる事業」に寄附がありました。

大田市ふるさと納税
返礼品提供事業者

　市では、ふるさと納税の返礼品を提供
いただける事業者を募集しています。詳
しくは下記までお問い合わせください。

株式会社宏田屋　
石飛衛代表取締役　

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

募
集

株式会社ケイ・エフ・ジー
戸津川隆元代表取締役

石田恵さん石田恵さん石田恵さん石田恵さん

原田優愛さん原田優愛さん原田優愛さん原田優愛さん

　３月20日に岡山県各地でおこなわれる「文部科学大臣杯第17回全日本少年
春季軟式野球大会ＥＮＥＯＳトーナメント」に第二中学校２年生の小原廉士
さん、堀太尊さん、永長海樹さんが出場することを、３月10日、市長に報告
しました。
　小原主将は「県の代表としてチーム一丸となって全力で戦いたい」、堀副主
将は「全国制覇が目標なので粘り強く戦いたい」、永長副主将は「堅い守りと
繋ぐ打線を活かして頑張りたい」と話しました。

左から小原廉士さん、堀太尊さん
永長海樹さん
左から小原廉士さん、堀太尊さん
永長海樹さん

　３月21日・22日にナイスアリーナ（秋田県）でおこなわれる「第23回全国ホー
プス選抜卓球大会」に大田小学校６年生の原田優愛さんが出場することを、
３月16日、市長に報告しました。
　原田さんは「初めて全国大会に出場することとなり嬉しい。最後まで諦めず、
いつもの練習の成果を出してやり抜きたい。島根県代表として出場するので、
良い結果を残せるよう頑張りたい」と話しました。

【ＪＶＡ第78回全日本バーレーボール高等学校選手権大会】

【文部科学大臣杯第17回全日本少年春季軟式野球大会ＥＮＥＯＳトーナメント】

【第23回全国ホープス選抜卓球大会】

詳
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